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中学校国語科における漢字学習の在り方に関する調査研究

本調査研究の要約

要 約

本調査は，本県の中学校段階での漢字の読み書きの状況について調査と分析を行い，それ

をもとに，小学校で学習した学習の定着と中学校で学習する漢字の効果的な学習の在り方に

ついて考察を加えたものである。具体的には，調査研究協力校で実施した意識調査と実態調

査の結果をもとに，授業中におけるワークシート活用の試みと帯単元的な学習の取組につい

て述べる。

キーワード

「漢字学習についての実態把握」 「効果的なワークシート」 「帯単元的な学習」

１ 主題設定の理由

今日，子どもたちを取り巻く環境は大きく変わろうとしている。国語科においても新学習

指導要領の中で，相手のことを意識しながら「伝え合う」ことが強調され，指導の在り方が

問われている 「伝え合う力」は 「聞く・話す力 「書く力 「読む力」が総合的に，そし。 ， 」 」

て有機的に作用したとき初めて発揮される力であり，国語科の学習を通じて子どもたちに身

に付けさせる必要のある言語能力である。このような力を身に付けさせるためには，様々な

基礎的・基本的な知識や能力を習得させることが必要である。今回，国語科における基礎・

基本の定着を考えるに当たっては，最も基礎的な事項となる漢字の読み書きに関する習得状

況について実態調査に取り組み，その分析をもとに、具体的実践を行うことで，本県の子ど

もたちの実態に即した，基礎・基本の定着の在り方の方向性を提示することにした。

そのため，本センターが平成１３年度に実施した中学校教育課程実施状況調査の漢字に関

する内容及び平成１１年度に財団法人日本教材文化研究財団が実施した「生きる力が育つ漢

字の学習」調査研究等の結果をもとに，新たに，本研究の協力学校において実態把握のため

の調査を実施し，漢字の習得状況を把握し，これらの分析から，効果的かつ効率的な漢字学

習の在り方を構想し，その有効性について検証を進めることにした。

２ 研究仮説

中学校における漢字の習得状況を多角的に把握し，分析を加えることにより，漢字の読み

書きの能力の定着を図る効果的な指導の在り方について考察し，その実践を行えば，漢字の

力の向上が図られ，ひいては本県の基礎学力の定着につながるのではないか。

３ 研究内容

(1) 実態把握のための調査の実施及び分析

・平成１３年度中学校教育課程実施状況調査結果分析

・平成１１年度財団法人日本教材文化財団「生きる力が育つ漢字の学習」調査結果分析

・研究協力学校（第２学年）における実態調査の実施と結果分析

(2) 単元を通して効果的・効率的に漢字の定着を図る指導の工夫

（ワークシート，帯単元的な取組，家庭学習との関連指導等）

(3) 実践の成果をみるための調査の実施

(4) 今後の指導の在り方についての提言のまとめ
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４ 研究経過

月 内 容

４ ・諸調査の結果分析

・調査研究の全体構想立案

５ ・研究協力学校訪問

・研究の方向性検討・研究計画作成

６ ・実態把握のための調査問題及び意識調査アンケート作成

・研究内容の具体的準備（ワークシート作成等）

７ ・実態把握のための調査及び意識調査アンケートの実施・集計・分析

・研究内容の具体的準備（ワークシート作成等）

８ ・研究内容の具体的準備

・研究協力学校との打合わせ

９ ・ワークシートを用いた研究実践（約１ヶ月間継続して行う ）。

（授業・ワークシート・家庭学習等）

10 ・成果検証のための実態調査用紙の作成

11 ・成果検証のための実態調査用紙の作成

12 ・成果検証のための実態調査の実施

・取組に関する成果の検証

１ ・研究成果のまとめ

・研究紀要作成

２ ・研究紀要の作成

・次年度研究の方向性検討

３ ・研究紀要完成

※ 研究の内容等については本センターの所員で構成されるプロジェクトチームで検討を

加え，その結果をもとに，研究協力校と必要に応じて随時連絡を取り合って実施する。
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５ 研究の構想

(1) 漢字の読み書きの定着を図る学習指導の工夫

本県生徒の漢字の読み書きの力に関する実態の把握

・本県が実施した教育課程実施状況調査及び基礎学力調査の結果から

・研究協力学校における意識調査及び実態把握調査の結果から

漢字の読み書きの力を向上させる効果的な指導の在り方の構想

単元の始まりの段階（新出漢字を中心とした,内容の

単元の始まり 読解に必要な漢字の学習） 家Ａ

・実際の言語活動に即した提示 庭

読 ・興味・関心をもたせる工夫 学

解 学 ・読解の過程と連動した指導の工夫 習

と （単元を通した学習 ワークシート） と

連 習 小学校及びこれまで中学校で学習した中で，定着 の

動 が不十分と思われる漢字の学習 連Ｂ

し 過 ・調査等による漢字の洗い出し 携

た ・実際の言語活動に即した提示 の

学 程 ・興味・関心をもたせる工夫 工

習 ・漢字の定着を図る工夫 夫

（ ）ワークシート 毎時間５分 家庭学習との関連

単元の終わり ， の学習に関する定着の評価(小テスト）Ａ Ｂ

反復学習

(2) 本調査研究で重点的に取り組む単元（中学校第２学年）

単元４ 〔情報〕 「さまざまな情報を役立てよう」 （東京書籍）

題材 ①「小さな労働者」 この単元全体を通しての

②「神奈川沖浪裏」 効果的かつ効率的な漢字

③「文法の窓２ 助詞のはたらき」 の指導の在り方について

④「言語 和語・漢語・外来語」 構想する。
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６ 調査研究の実際

(1) 平成１３年度中学校教育課程実施状況調査結果及び平成１４年度中学校基礎学力調査の

結果

ア 平成１３年度中学校教育課程実施状況調査結果

(ｱ) 漢字の読み ※（）内は正答率

○ 険しい（95.4％） ○ 慰める（62.9％） ○ 借用する（77.3％）

(ｲ) 漢字の書き ※（）内は正答率

○ 拝む（37.1％） ○ 築く（64.3％） ○ 操作する（44.5％）

イ 平成１４年度中学校基礎学力調査結果

(ｱ) 漢字の読み ※（）内は正答率

○ 発芽（92.0％） ○ 敬う（77.0％） ○ 納める（93.0％）

(ｲ) 漢字の書き ※（）内は正答率

○ 希望（88.0％） ○ 禁止（83.0％） ○ 備える（50.0％）

二つの調査結果を示したが，これまでまだ２回の調査しか実施していないため，一概

に判断はできないが，結果から考えると定着が十分であるとは言えない。

(2) 研究協力学校における実態調査

上記した二つの結果は２年間における限られた内容での実態であり，これでは本県の実

態を把握するには不十分である。そこで，本調査研究の協力学校の第２学年において，漢

字学習に関する生徒の意識と漢字の読み書きに関する実態調査を実施することにした。

漢字学習に関する意識調査については，本研究のプロジェクトチームで検討し，作成し

たが，漢字の読み書きに関する実態調査については，平成１１年度に，財団法人日本教材

文化研究財団が実施した「生きる力が育つ漢字の学習」調査の結果を参考に，その中で定着

が十分ではないと考察されている，小学校で学習する漢字を中心に出題することとした。中

学校で学習する漢字については，本プロジェクトチームで検討し，抽出することにした。

ア 漢字学習に関する意識調査の結果

（平成１４年７月実施 研究協力学校 第２学年 ２２２名対象）

(ｱ) 好きな教科は何か？

左の結果は，中学校で学習

する９つの教科の中で最も好

。きな教科を答えたものである

国語と答えた生徒は全体の

４％弱に過ぎず，生徒の国語

に対する関心の低さがうかが

える。

あなたの好きな教科は何ですか？（１番目）
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左の結果は２番目に好きな

教科を上と同じように尋ねた

結果であるが，同様に国語に

対する関心が決して高くない

ことがうかがえる。

右に示した結果は好きな教科の

８番目と９番目を答えた結果であ

るが，これを見ると国語を「あま

り好きではない」と考えている生

徒は，他教科と比較して多いとは

言えない。

これまでに示した結果を見ると

国語は生徒達にとって好きな教科

ともそうでないとも言えない。

つまり，国語は自信を持って好

きだとも言えないが，かといって

嫌いな教科でもないということで

あり，国語科が現在学校で置かれ

ている状況がわかる結果である。

したがって，取り組み方を工夫

すれば，生徒の意識改善も可能で

はないかと思われる。

(ｲ) 授業中ノートを丁寧にかいているか？

次に示す項目は 「国語の授業中にノートを丁寧に書いているか」について尋ねた結果，

である。調査研究協力学校の場合 「よく気を付けている」と答えている生徒が約半数，，

「大体気を付けている」と答えた生徒も含めると８割以上が意識して丁寧にノートを書

いていると答えていることが分かる。調査研究協力学校の場合，指導が十分なされ，授

業が充実して行われていることがうかがえる。授業中のノートは，漢字の実践的な使用

の第一歩であるので，このような徹底した指導の実践が必要である。

あなたの好きな教科は何ですか？（２番目）
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あなたの好きな教科は何ですか？（８番目）

13.1%

7.7%

11.7%
9.9%

19.4%

14.4%

5.0%
6.8%

11.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語

あなたの好きな教科は何ですか？（９番目）
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(ｳ) 新しく漢字を習ったとき覚えようと努力しているか？

下のグラフは，新出漢字について，自分なりに覚えようと努力するかを尋ねたもので

ある。上記のノート記入の場合と同じように肯定的な回答が目立っている。

日常の新出漢字に対する指導がおおむねうまくいっていることがうかがえる。ただ，

「あまり気を付けていない 「全く気を付けていない」と答えている生徒が２割を超え」

ているが，全県的にも漢字についてこのように低い関心しか抱いていない生徒がかなり

いることが予想される。これらの生徒については，早急に手立てを講ずる必要がある。

ノートを丁寧に書きますか？
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漢字を覚えようと努力していますか？
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(ｴ) 読めない漢字があったら調べるか？

学習の際に読めない漢字があった場合の対応について尋ねた項目である。これについ

ても，７割以上が「気を付けている」と答えており。漢字学習に対する意識の高さがう

かがえる。しかし，これについても３割近くが「気を付けていない」と回答しており，

このまま手立てがとられなければ，漢字の力の低下が進んでいくことが予想される。

(ｵ) 文章を書くとき，習った漢字を使うか？

履修した漢字の使用の状況について尋ねているが 「よく気を付けている」と答えてい，

る生徒は約３割である。また，同じように３割近くがあまり意識してはいないことがう

かがえる。学習した漢字については使用されて初めてその定着が図られるので，この点

については改善の必要性があると思われる。

読めない漢字があったら調べますか？
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文章を書くとき，習った漢字を使いますか？
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(ｶ) 漢字の学習は好きか？ また，その理由は何か？

下の結果は漢字の学習に対する意識について尋ねたものである 「あまり好きではな。

い 「好きではない」と答えている生徒が半数近くを占めていることが分かる。」

また，その理由として，多数の生徒が「覚えるのが大変 「覚えるのが難しい」と答」

えている。生徒のこのような苦手意識に配慮した抵抗感の少ない指導法の開発が必要で

ある。

漢字の学習は好きですか？
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その理由は何ですか？
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(ｷ) 読めなかったり書けなかったりした漢字はどうするか？

下の結果は読めなかったり書けなかったりした漢字の処理について尋ねているが，多

くの生徒は友達に聞くことが多いことが分かる。ただここでもかなりの生徒がそのまま

にしておくと答えており対応が望まれる。

(ｸ) 漢字を書いて覚えているか？

下の結果は漢字を実際に書いて覚えているかを尋ねたものである 「あまりしてい。

ない 「全くしていない」を含めるとやはり約３割の生徒の取組が低調であることが分」

かる。漢字の定着を考える際，実際に書いて覚えるということが重要であるが，これが

不足している現状が表れている。

漢字を実際に書いて覚えていますか？

15.8%

51.4%

27.0%

5.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

よくしている 時々している あまりしていない まったくしていない

授業中,読めなかったり書けなかったりした漢字はどうしますか？
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(ｹ) 家で漢字の学習に取り組んでいるか？

下の結果は家庭での漢字学習の様子を尋ねたものである。約半数が「時々している」

と答えている。また約３割以上の生徒が「あまりしていない 「全くしていない」と答」

えており，家庭での学習もまだ改善の余地があることがうかがえる。

取組の内容については６割以上が書いて覚えると答えているが，先の項目で実際に書

いて覚えるのは時々であると答えた生徒が半数であることから，その効果は十分上がっ

ていないのではないかと思われる。

家で漢字の学習に取り組んでいますか？
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イ 漢字の読み書きに関する実態調査

本県の中学校段階での漢字の読み書きの力を把握するために，調査研究協力校の第２学

年２２２名を対象に実態調査を実施した。調査は平成１４年７月に行った。内容は小学校

４～６年までに学習する漢字の書き，小学校４年から中学校１年の段階までの漢字の読み

について問うものである。以下にその結果を示す。

○漢字の読み ○漢字の書き

0 出題語句 学年 正答率(％) 0 出題語句 学年 正答率(％)N N

１ 見聞(ｹﾝﾌﾞﾝ) １・２ 83.8 １ 観察(ｶﾝｻﾂ) ４ 67.6

２ 梅(ﾊﾞｲ) ４ 70.3 ２ 旗(ﾊﾀ) ４ 21.6

３ 得(ｴ) ４ 97.3 ３ 救(ｽｸ) ４ 54.1

４ 改(ｱﾗﾀ) ４ 78.4 ４ 挙(ｱ) ４ 59.5

５ 管(ｸﾀﾞ) ４ 56.8 ５ 鏡(ｶｶﾞﾐ) ４ 78.4

６ 試(ｺｺﾛ) ４ 67.6 ６ 型(ｶﾀ) ４ 29.7

７ 借(ｼｬｸ) ４ 64.9 ７ 功（ｺｳ） ４ 70.3

８ 臣(ｼﾝ) ４ 51.4 ８ 祝(ｲﾜ) ４ 56.8

９ 刷(ｽ) ４ 62.2 ９ 貯(ﾁｮ) ４ 8.1

10 関(ｾｷ) ４ 64.9 10 努(ﾂﾄ) ４ 10.8

11 説(ﾄ) ４ 83.8 11 票(ﾋｮｳ) ４ 43.2

12 連(ﾂﾗ) ４ 86.5 12 浴(ｱ) ４ 32.4

13 節(ﾌｼ) ４ 73.0 13 令(ﾚｲ) ４ 86.5

14 便(ﾀﾖ) ４ 62.2 14 往復(ｵｳﾌｸ) ５ 32.4

15 養(ﾔｼﾅ) ４ 73.0 15 額(ﾋﾀｲ) ５ 21.6

16 老(ｵ) ４ 86.5 16 幹(ｶﾝ) ５ 51.4

17 営(ｲﾄﾅ) ５ 81.1 17 基(ｷ) ５ 75.7

18 快(ｺｺﾛﾖ) ５ 46.0 18 寄(ｷ) ５ 8.1

19 経(ﾍ) ５ 37.8 19 潔(ｹﾂ) ５ 40.5

20 興(ｺｳ) ５ 86.5 20 混(ﾏ) ５ 37.8

21 構(ｶﾏ) ５ 86.5 21 再(ｻ) ５ 21.6

22 志(ｺｺﾛｻﾞｼ) ５ 75.7 22 険(ｹﾜ) ５ 48.6

23 境(ｻｶｲ) ５ 81.1 23 準備(ｼﾞｭﾝﾋﾞ) ５ 40.5

24 居(ｷｮ) ５ 83.8 24 織(ｼｷ) ５ 78.4

25 設(ﾓｳ) ５ 83.8 25 制(ｾｲ) ５ 48.6

26 増(ﾏ) ５ 73.0 26 程(ﾃｲ) ５ 45.9

27 属(ｿﾞｸ) ５ 97.3 27 統(ﾄｳ) ５ 40.5

28 退(ｼﾘｿﾞ) ５ 48.6 28 務(ﾂﾄ) ５ 21.6

29 肥(ｺ) ５ 24.3 29 輸(ﾕ) ５ 67.6

30 富(ﾄ) ５ 83.8 30 遺(ｲ) ６ 43.2

31 妻(ｻｲ) ５ 51.4 31 簡単(ｶﾝﾀﾝ) ６・４ 64.9

32 武(ﾑ) ５ 67.6 32 危(ｱﾌﾞ) ６ 59.5

33 豊(ﾎｳ) ５ 64.9 33 揮(ｷ) ６ 37.8
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0 出題語句 学年 正答率 0 出題語句 学年 正答率N N

34 易(ｲ) ５ 67.6 34 疑(ｳﾀｶﾞ) ６ 27.0

35 預(ﾖ) ５ 48.6 35 勤(ﾂﾄ) ６ 54.1

36 沿(ｿ) ６ 81.1 36 厳(ｷﾋﾞ) ６ 43.2

37 蚕(ｻﾝ) ６ 24.3 37 鋼(ｺｳ) ６ 13.5

38 干(ｶﾝ) ６ 43.2 38 穀(ｺｸ) ６ 21.6

39 敬(ｳﾔﾏ) ６ 64.9 39 就(ｼｭｳ) ６ 48.6

40 従(ｼﾞｭｳ) ６ 64.9 40 縦(ｼﾞｭｳ) ６ 24.3

41 善(ｾﾞﾝ) ６ 73.0 41 蔵(ｿﾞｳ) ６ 51.4

42 供(ｿﾅ) ６ 35.1 42 存在(ｿﾝｻﾞｲ) ６・５ 70.3

43 著(ﾁｮ) ６ 75.7 43 賃(ﾁﾝ) ６ 18.9

44 納(ﾉｳ) ６ 70.3 44 派(ﾊ) ６ 24.3

45 奮(ﾌﾝ) ６ 97.3 45 拝(ｵｶﾞ) ６ 10.8

46 窓(ｿｳ) ６ 35.1 46 批(ﾋ) ６ 56.8

47 私(ﾜﾀｸｼ) ６ 18.9 47 秘密(ﾋﾐﾂ) ６ 67.6

48 逃(ﾆ) 中１ 70.3 48 補(ｵｷﾞﾅ) ６ 54.1

49 企(ｸﾜﾀﾞ) 中１ 8.1 49 覧(ﾗﾝ) ６ 24.3

50 勧(ｽｽ) 中１ 70.3 50 臨(ﾘﾝ) ６ 45.9

51 慮(ﾘｮ) 中１ 67.6

52 尋(ﾀｽﾞ) 中１ 97.3

53 搬(ﾊﾟﾝ) 中１ 94.6

54 響(ﾋﾋﾞ) 中１ 94.6

55 縁(ﾌﾁ) 中１ 37.8

56 顧(ｶｴﾘ) 中１ 10.8

57 敢(ｶﾝ) 中１ 73.0

58 載(ｻｲ) 中１ 81.1

59 暇(ﾋﾏ) 中１ 89.2

60 網(ｱﾐ) 中１ 75.7

(ｱ) 漢字の読み書きに関する学習状況の特徴とその対策

ａ 音の読み書きに比べ，訓の読み書きの定着が不十分である。

○音の読みの平均正答率････ 68.1％

○訓の読みの平均正答率････ 65.8％

○音の書きの平均正答率････ 45.0％

○訓の読みの平均正答率････ 40.1％

新出漢字等の学習の際には，教科書の本文に出てくる音（訓）だけでなく，他の読みに

関しても関連して指導する必要がある。
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ｂ 日常使用する頻度の低い読み書きについては定着の度合いが低い。

例 肥える（24.3％） 経る（37.8％） 養蚕（24.3％） 企て(8.1％) 等

（）内は正答率

ここにあげた以外の音訓の読みについては，これほど低い値にはなっていないので，

このような音訓の読み書きについても取り上げて指導を行う必要がある。

ｃ 同じ読みをする語が他にある場合は定着の度合いが低い。

例 勤める（54.1％） 務める（21.6％） 努める（10.8％） 型（29.7％）

寄（8.1％） 等

（）内は正答率

このように同音や同訓の漢字が他にあり，誤用される可能性が高い漢字についてはそ

れを洗い出すとともに，その意味の違いや使用法について詳しく取り上げ，指導を行う

必要がある。

ｄ 間違えやすい形の漢字は定着の度合いが低い。

例 拝（24.3％） 旗（21.6％） 穀（21.6％） 遺(43.2％） 等

（）内は正答率

上にあげた漢字のようにその形が特徴を持っている場合，誤ってその形を覚えてしま

っていることが予想される。このような漢字の学習を行う際には，その漢字の特徴をし

っかりと押さえ，正しく定着が図られるよう留意する必要がある。

ｅ 似た意味を持つ漢字が他にある場合は，その漢字の定着の度合いが低い。

例 快い(46.0％)→心地よい 預（48.6％）→貯（8.1％）

混（37.8％）→交 等

（）内は正答率

上記の漢字の例のように，他に似た意味を持っている漢字がある場合は，誤ってその

字を覚えてしまう可能性が考えられる。このような場合には，双方の漢字を熟語の形で

覚えさせ，その使用法の違いをしっかりつかませる必要がある。

， 。 ，今回の調査では 漢字の読み書きとも小学校段階の漢字を中心に出題している しかし

その結果を見ると，中に定着の度合いが十分でないものがかなりあることが分かる。中学

校においても，小学校で学習した漢字について，計画的に学習を進め，その定着を図る必

要性があることが分かる。

(3) 実態をもとにした具体的な取組

上記の結果をもとに，漢字の定着を図るための方策を考えることにした。具体的には，

， 。 ，ある単元を取り上げ その学習全体を通じて計画的に学習を進めることにした ここでは

中学校第２学年の２学期の単元である「さまざまな情報を役立てよう」を用い，新出漢字

を中心とした実際の読解に必要な漢字の読み書きの力の育成と，小学校段階での漢字の学

習の定着を図るための毎日５分程度の帯単元的な学習（朝自習や授業中の活用）を行って

いくことにした。
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ア 新出漢字を中心とした内容の読解に必要な漢字の学習の工夫

文章の内容を理解するためには，その中のさまざまな漢字の読みや意味をしっかりと把

握しておくことが必要である。特に，新出漢字についてはその定着の度合いが低いことが

予想されるため，配慮が必要となってくる。これまでは，学習の一番初めの段階で家庭で

調べてこさせる等，それを簡単に確認する程度の方法が一般的であった。しかし，この方

， ，法では 生徒がどれだけその内容をしっかり把握できているのかがよくつかめなかったり

単にその漢字の読みだけの学習になっていたりした傾向が見られる。そこで，実際の言語

活動に即した提示の方法を工夫するとともに，単に漢字の読みだけではなく，その意味や

。 ， ，用法等も押さえられるような配慮を行うことにした そのために ワークシートを活用し

学習の初めの段階だけではなく，読解の段階でその漢字が出てきた際に，取り上げて指導

ができるようにした。

また，新出漢字だけではなく，小学校段階の漢字や中学校でこれまで学習した漢字の中

で，その定着の度合いが低いものや誤って覚えがちな漢字について取り上げるよう配慮す

ることにした。具体的には次のようなワークシートを活用し，指導を行った。効果的なワ

ークシートを作成するためには，教科書の文章について分析を加え，新出漢字とともに，

その中に，指導に注意を要する漢字がどれだけ含まれているか，前もって洗い出しておく

必要がある。
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イ 小学校段階で学習した漢字の読み書きの定着を図る帯単元的な学習の取組

実態調査の結果から，小学校で学習する漢字の読み書きの定着がまだ不十分であること

が予想される。そこで，この実態に対応するための手立てを講ずる必要がある。本来であ

れば，時間をかけ小学校で学習した内容を繰り返すことが最も効果的であるはずだが，時

間的な制約から，この方法はあまり現実的とは言えない。そこで，朝自習の一部の時間や

授業中の一部の時間を用いた毎日５分の帯単元的な学習を取り入れることにした。

プリントの内容を厳選し，ポイントを押さえた効果的なものにすることによって，無理

なく，本来の朝自習と抱き合わせにしたり，授業中のちょっとした合間に活用することが

できる。下にその学習に用いたプリント例を示すが，プリントを作成する際には，取り組

ませる漢字を精選するとともに，どのような問題にすることが，漢字の読み書きの定着に

つながるのかをしっかり見極めておく必要がある。

また，学習した内容をより定着させるために，プリントを国語のノートにはらせ，自分

の覚えていない漢字を認識させるとともに，指導する際に，教師が必要に応じて活用でき

るようにしておく。

家庭学習と関連させる観点から，間違った問題や分からなかった問題については，家庭

でもう一度何度か書いて覚えるなど，取り組むよう指導することで，より定着が図られる

ものと思われる。
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ウ 漢字学習への興味・関心をはぐくむ手立て

漢字学習はともすれば同じ漢字を何度も書くなどの単調な取組を生徒が連想し，学習自

体へのマイナスイメージにつながりがちである。そこで，学習に当たっては，実際の言語

生活に即して具体的な使用例等を体感できるよう工夫するともに，学習したことが今後の

社会生活の中で生かされていくことを生徒に理解させることが必要である。

また，これまで述べてきたようなプリント等を活用した学習を行っていく際にも，生徒

たちが意欲を継続できるように，視点を変えたり，生徒の意欲を喚起するような手立てを

盛り込んでいく必要がある。

次に示すのは，漢字の部首と読みからどれだけ多くの漢字を考えることができるかを，

友達同士で競い合い，読み書きを習得することを目的にしたプリントの例である。このよ

うなことを，定期的に取り入れていくことによって，生徒の漢字学習に対する意欲の継続

が図られていくものと思われる。

○同じ部首をもつ漢字を４つ書きなさい。 ○同じ部首をもつ漢字を４つ書きなさい。

課 泳

枯 徳

宇 際

道 露

麻 福

晴 簡

作 礎

綱 貧

次の読みをもつ漢字を５つ書きなさい。

ｼｮｳ

ｺｳ

ｾﾝ

シ

ｶｲ

ｼｭｳ

ｾｷ
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(4) 実践効果の検証を目的とした実態調査

これまで述べてきた漢字の読み書きの定着を図る手立てについて，どれだけ効果を上げ

， ， ，ることができたのか その検証を行うため すべての取組が終了した１２月上旬の段階で

調査研究協力学校において，再び，実態調査を行った。調査の内容は７月に実施した内容

を再び問う形で実施したが，問題順を大きく入れ替えるなど，できるだけ単なる記憶によ

る効果が現れないよう配慮した。調査対象は前回と同じ第２学年全員である。

ア 漢字の読み書きに関する実態調査結果（７月実施と１２月実施との結果比較）

○漢字の読み ○漢字の書き

0 出題語句 学年 ７月 12月 ※ 0 出題語句 学年 ７月 12月 ※N N比較 比較

１ 見聞(ｹﾝﾌﾞﾝ) 1・2 83.8 86.2 2.4 △ １ 観察(ｶﾝｻﾂ) ４ 67.6 71.3 3.7 △

２ 梅(ﾊﾞｲ) ４ 70.3 60.9 -9.4 ▼ ２ 旗(ﾊﾀ) ☆ ４ 21.6 35.6 14.0 △

３ 得(ｴ) ４ 97.3 94.2 -3.1 ▼ ３ 救(ｽｸ) ４ 54.1 70.1 16.0 △

４ 改(ｱﾗﾀ) ４ 78.4 79.3 0.9 △ ４ 挙(ｱ) ☆ ４ 59.5 87.4 27.9 △

５ 管(ｸﾀﾞ) ４ 56.8 71.3 14.5 △ ５ 鏡(ｶｶﾞﾐ) ４ 78.4 81.6 3.2 △

６ 試(ｺｺﾛ) ▽ ４ 67.6 83.9 16.3 △ ６ 型(ｶﾀ) ☆ ４ 29.7 40.2 10.5 △

７ 借(ｼｬｸ) ４ 64.9 80.0 15.1 △ ７ 功（ｺｳ） ４ 70.3 78.2 7.9 △

８ 臣(ｼﾝ) ４ 51.4 44.7 -6.7 ▼ ８ 祝(ｲﾜ) ☆ ４ 56.8 77.0 20.2 △

９ 刷(ｽ) ▽ ４ 62.2 69.4 7.2 △ ９ 貯(ﾁｮ) ４ 8.1 17.2 9.1 △

10 関(ｾｷ) ４ 64.9 67.1 2.2 △ 10 努(ﾂﾄ) ○○ ４ 10.8 24.1 13.3 △

11 説(ﾄ) ４ 83.8 78.8 -5.0 ▼ 11 票(ﾋｮｳ) ４ 43.2 43.7 0.5 △

12 連(ﾂﾗ) ▽ ４ 86.5 89.4 2.9 △ 12 浴(ｱ) ▽ ４ 32.4 63.2 30.8 △

13 節(ﾌｼ) ４ 73.0 78.8 5.8 △ 13 令(ﾚｲ) ４ 86.5 89.7 3.2 △

14 便(ﾀﾖ) ４ 62.2 75.3 13.1 △ 14 往復(ｵｳﾌｸ) ５ 32.4 43.7 11.3 △

15 養(ﾔｼﾅ) ４ 73.0 81.2 8.2 △ 15 額(ﾋﾀｲ) ５ 21.6 44.8 23.2 △

16 老(ｵ) ４ 86.5 92.9 6.4 △ 16 幹(ｶﾝ) ５ 51.4 57.5 6.1 △

17 営(ｲﾄﾅ) ５ 81.1 87.1 6.0 △ 17 基(ｷ) ５ 75.7 95.4 19.7 △

18 快(ｺｺﾛﾖ) ▽ ５ 46.0 60.0 14.0 △ 18 寄(ｷ) ○○ ５ 8.1 21.8 13.7 △

19 経(ﾍ) ▽ ５ 37.8 56.5 18.7 △ 19 潔(ｹﾂ) ☆ ５ 40.5 60.9 20.4 △

20 興(ｺｳ) ５ 86.5 78.8 -7.7 ▼ 20 混(ﾏ) ◎ ５ 37.8 77.0 39.2 △

21 構(ｶﾏ) ５ 86.5 85.9 -0.6 ▼ 21 再(ｻ) ５ 21.6 25.3 3.7 △

22 志(ｺｺﾛｻﾞｼ) ５ 75.7 84.7 9.0 △ 22 険(ｹﾜ) ▽ ５ 48.6 67.8 19.2 △

23 境(ｻｶｲ) ５ 81.1 80.0 -1.1 ▼ 23 準備(ｼﾞｭﾝﾋﾞ) ５ 40.5 86.2 45.7 △

24 居(ｷｮ) ５ 83.8 94.1 10.3 △ 24 織(ｼｷ) ☆ ５ 78.4 83.9 5.5 △

25 設(ﾓｳ) ５ 83.8 81.1 -2.7 ▼ 25 制(ｾｲ) ５ 48.6 27.6 -21.0 ▼

26 増(ﾏ) ５ 73.0 82.4 9.4 △ 26 程(ﾃｲ) ５ 45.9 57.5 11.6 △

27 属(ｿﾞｸ) ５ 97.3 98.8 1.5 △ 27 統(ﾄｳ) ５ 40.5 69.0 28.5 △

28 退(ｼﾘｿﾞ) ▽ ５ 48.6 76.5 27.9 △ 28 務(ﾂﾄ) ○○ ５ 21.6 42.5 20.9 △

29 肥(ｺ) ▽○ ５ 24.3 42.4 18.1 △ 29 輸(ﾕ) ☆ ５ 67.6 73.6 6.0 △

30 富(ﾄ) ５ 83.8 70.6 -13.2 ▼ 30 遺(ｲ) ☆○ ６ 43.2 60.9 17.7 △

31 妻(ｻｲ) ５ 51.4 80.0 28.6 △ 31 簡単(ｶﾝﾀﾝ)○ ６４ 64.9 86.2 21.3 △

32 武(ﾑ) ５ 67.6 72.9 5.3 △ 32 危(ｱﾌﾞ) ▽□ ６ 59.5 90.8 31.3 △

33 豊(ﾎｳ) ５ 64.9 52.9 -12.0 ▼ 33 揮(ｷ) ☆ ６ 37.8 47.1 9.3 △
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0 出題語句 学年 ７月 12月 ※ 0 出題語句 学年 ７月 12月 ※N N増減 増減

34 易(ｲ) ５ 67.6 75.3 7.7 △ 34 疑(ｳﾀｶﾞ) ☆▽ ６ 27.0 41.4 14.4 △

35 預(ﾖ) ▽ ５ 48.6 56.5 7.9 △ 35 勤(ﾂﾄ) ○○ ６ 54.1 73.6 19.5 △

36 沿(ｿ) ６ 81.1 91.8 10.7 △ 36 厳(ｷﾋﾞ) ▽ ６ 43.2 87.4 44.2 △

37 蚕(ｻﾝ) ６ 24.3 38.8 14.5 △ 37 鋼(ｺｳ) ☆ ６ 13.5 17.2 3.7 △

38 干(ｶﾝ) ６ 43.2 70.6 27.4 △ 38 穀(ｺｸ) ６ 21.6 45.9 24.3 △

39 敬(ｳﾔﾏ) ６ 64.9 72.9 8.0 △ 39 就(ｼｭｳ) ☆ ６ 48.6 71.3 22.7 △

40 従(ｼﾞｭｳ) ６ 64.9 71.8 6.9 △ 40 縦(ｼﾞｭｳ) ☆ ６ 24.3 16.1 -8.2 ▼

41 善(ｾﾞﾝ) ６ 73.0 87.1 14.1 △ 41 蔵(ｿﾞｳ) ▽ ６ 51.4 71.3 19.9 △

42 供(ｿﾅ) ６ 35.1 65.9 30.8 △ 42 存在(ｿﾝｻﾞｲ) 6･5 70.3 85.1 14.8 △

43 著(ﾁｮ) ６ 75.7 76.5 0.8 △ 43 賃(ﾁﾝ) □ ６ 18.9 89.7 70.8 △

44 納(ﾉｳ) ○○ ６ 70.3 80.0 9.7 △ 44 派(ﾊ) ６ 24.3 57.5 33.2 △

45 奮(ﾌﾝ) ６ 97.3 98.8 1.5 △ 45 拝(ｵｶﾞ) ☆ ６ 10.8 48.3 37.5 △

46 窓(ｿｳ) ６ 35.1 57.6 22.5 △ 46 批(ﾋ) ６ 56.8 64.4 7.6 △

47 私(ﾜﾀｸｼ) ▽ ６ 18.9 31.8 12.9 △ 47 秘密(ﾋﾐﾂ) ６ 67.6 74.7 7.1 △

48 逃(ﾆ) 中１ 70.3 65.9 -4.4 ▼ 48 補(ｵｷﾞﾅ) ▽ ６ 54.1 79.3 25.2 △

49 企(ｸﾜﾀﾞ) 中１ 8.1 42.4 34.3 △ 49 覧(ﾗﾝ) □ ６ 24.3 69.0 44.7 △

50 勧(ｽｽ) 中１ 70.3 61.1 -9.2 ▼ 50 臨(ﾘﾝ) ６ 45.9 58.6 12.7 △

51 慮(ﾘｮ) 中１ 67.6 84.7 17.1 △ ※

△は12月正答率平均－７月正答率平均がプラスのもの52 尋(ﾀｽﾞ) ▽ 中１ 97.3 97.6 0.3 △

は12月正答率平均－７月正答率平均がマイナスのもの53 搬(ﾊﾟﾝ) 中１ 94.6 94.1 -0.5 ▼ ▼

54 響(ﾋﾋﾞ) 中１ 94.6 98.8 4.2 △ ※ 語句の欄の後の記号は，帯単元的に実

55 縁(ﾌﾁ) 中１ 37.8 51.8 14.0 △ 施した学習の中で取り上げた活動を表し

56 顧(ｶｴﾘ) 中１ 10.8 28.2 17.4 △ ている。

57 敢(ｶﾝ) 中１ 73.0 82.4 9.4 △ ☆は５回書き

58 載(ｻｲ) 中１ 81.1 91.8 10.7 △ ○は書き取り

59 暇(ﾋﾏ) 中１ 89.2 91.8 2.6 △ ◎は短文づくり

60 網(ｱﾐ) 中１ 75.7 88.2 12.5 △ □は取り立て指導

※ 何らかの手立てをとった場合ととらなかった場合の結果（平均）の比較

○ 漢字の読み ○ 漢字の書き

手立てをとらなかった場合 6.7 の増加 手立てをとらなかった場合 14.3の増加

手立てをとった場合 12.4の増加 手立てをとった場合 22.0の増加

この結果を見ると，今回行ってきた取組について，ある程度の効果があったものと判断で

きる。

以下に，特に特徴的な結果について述べる。
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イ 二つの実態調査の結果から

今回，取り上げた漢字の中で大きく改善が図られたものとして次のものがあげられる。

○ 浴びる

７月の時点の調査では 「沿」と間違って答えた生徒が非常に多かったが，これを帯，

単元的な学習で取り上げることによって，30.8％正答率が向上している。

○ 混じる

７月の時点の調査では，無解答もしくは「交じる」と答える生徒が多かったが，短文

作りの設定で取り組ませることによって，39.2％正答率が向上している。

○ 危ない

７月の時点の調査では，無解答もしくは二画目の終わりを内側に払っている誤答が目

立った。これについても帯単元的な学習で取り上げるとともに，授業で取り組んだワー

クシートの中で特に間違えやすい漢字として取り上げて指導を行ったことで，正答率が

31.3％向上している。

○ 賃金

７月の時点の調査では，無解答もしくは 「資 「貢」等の誤答が目立った。これに， 」

ついても，似た組み立ての多い漢字として授業中のワークシートで取り立てて指導を行

うことによって18.9％から89.7％へと大きく70.8％正答率の向上が見られた。

漢字の取り上げ方等により，若干違いは見られるが，取り上げた漢字についてはおお

むね改善が見られた。

７ 研究の成果と課題

(1) 成果

・ 漢字の読み書きの定着について，その状況を詳しく分析し，効果的な取組を行って

いくことによってその定着の改善が図られることが確かめられた。

・ 使用するワークシート類の内容を厳選するとともに，学習の方法を工夫することに

よって，時間的にも無理なく，漢字の読み書きの定着に取り組むことができることが

確かめられた。

(2) 課題

・ 今回のような取組に効果があることは確かめられたが，具体的にどのような学習を

させることが最も効果的であるのか，さらに詳しく分析と検証を行っていく必要があ

る。

・ 家庭学習との関連をさらに進め，より効果的に定着が図られるよう工夫する必要が

ある。

・ 今回は，第２学年の１つの単元についてのみの取組であったが，これを全学年に広

げるとともに，中学校段階を通じて学習に利用できるワークシート例を全県的に作成

する等，具体的な取組を講じる必要がある。

参考文献 生きる力が育つ漢字の学習 日本教材文化研究財団

「小学校学年別配当漢字の習得状況に関する調査研究」

中学校学習指導要領 解説 国語編 文部科学省


